
カナタ 
(No.25 5 号) NOVEMBER 

（パット咲いて数時間、満月の夜に神秘的な名花） 

戸叫叫・ら“・11月号のメニュー 

2 頁 かなだむかしばなし 

3 頁 古代金田の夢を掘る 

4 .5頁 今月は何があるかな 

6 .7頁 エイズの恐怖（Part3) 

8 頁 バノラマたがわ 

発 行 金 田 町 

編 集 企 画 開 発 課 

TEL 0941(22)0555(代) 

FAX 0947(22)0782 

住みつづけたいまち （月下美人） 
住んでみたいまち 

カ＝＝感動 （よ3こびとやせしせ） 

ナ＝＝仲良し（ふれあいと協調） 

ダ＝＝大好き（ふるさと愛と自立） 
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葉
 

あなたのにゅーたうんKANADA 



あ
な
た
の
地
区
の
育
成
会
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か
あ
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ま
せ
ん
か
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幕
藩
時
代
か
ら
明
治
の
始
め
ご
 

ろ
ま
で
は
寺
子
屋
が
子
ど
も
の
学
 

習
の
場
で
あ
り
、
明
治
六
年
東
金
 

田
の
碧
巌
寺
に
金
田
小
学
校
が
開
 

設
さ
れ
て
か
ら
も
、
各
地
区
で
寺
 

小
屋
の
教
育
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
 

し
た
。
 

宝
見
地
区
で
は
幕
末
に
何
処
か
 

の
藩
の
浪
人
で
小
熊
宝
水
肥
知
わ
 

れ
る
方
が
、
縁
故
あ
っ
て
村
中
に
 

居
住
し
、
自
家
を
開
放
し
て
村
の
 

子
ど
も
た
ち
に
、
読
み
、
書
き
、
そ
 

ろ
ば
ん
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
 

当
時
は
現
在
の
よ
う
な
教
材
や
 

教
具
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
一
般
 

の
農
家
は
貧
乏
で
紙
や
筆
を
買
う
 

お
金
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そ
こ
で
小
熊
先
生
は
、
お
盆
の
 

中
に
米
糠
を
入
れ
、
薄
く
拡
げ
て
 

お
き
そ
れ
に
指
で
文
字
を
書
き
、
 

み
え
な
く
な
る
と
、
も
う
一
度
米
 

糠
を
拡
げ
て
書
く
と
い
う
方
法
で
 

文
字
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
 

あ
る
日
の
こ
と
寺
子
屋
に
来
て
 

い
た
悪
太
郎
が
、
こ
の
米
糠
を
備
 

の
人
に
ふ
り
か
け
て
遊
ん
で
い
主
 

し
た
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
先
止
・
 

は
、
罰
と
し
て
米
糠
を
入
れ
た
盆
 

を
前
に
支
え
さ
せ
、
廊
下
に
立
か
 

せ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
先
牛
 

が
廊
下
に
出
て
み
る
と
、
立
た
さ
 

れ
て
い
た
子
ど
も
は
、
盆
の
中
の
 

米
糠
を
食
べ
て
し
ま
い
、
盆
を
帽
 

子
の
よ
う
に
頭
に
か
ぶ
り
涼
し
い
 

顔
を
し
て
立
っ
て
い
る
の
で
し
 

た。 先
生
は
あ
き
れ
て
 
「
コ
ラ
ー
」
 

と
竹
の
鞭
で
打
つ
と
 
「ハ 

ッ
シ
、
 

チ
ョ
ウ
」
と
先
生
の
鞭
を
盆
で
受
 

け
、
跳
ん
で
逃
げ
た
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
 

長
い
間
続
け
た
寺
子
屋
も
、
人
 

見
に
金
田
小
学
校
の
校
舎
が
新
築
 

さ
れ
た
明
治
二
十
一
年
に
な
く
な
 

り
ま
し
た
。
 

小
熊
先
生
は
明
治
二
十
八
年
に
 

宝
見
で
逝
去
さ
れ
、
そ
の
徳
を
慕
 

う
教
え
子
た
ち
が
、
そ
の
墓
を
建
 

立
し
ま
し
た
。
い
ま
も
そ
の
墓
石
 

は
宝
見
の
墓
地
に
残
っ
て
い
ま
 

す。 

資
料
提
供
者
 

宝
見
 
吉
田
繁
雄
さ
ん
 

古
代
金
田
の
夢
を
掘
る
 

神
崎
遺
跡
の
発
掘
始
め
 

こ
と
し
の
春
の
始
め
下
神
崎
の
 

台
地
の
道
路
工
事
中
、
偶
然
石
棺
 

が
掘
り
当
た
り
ま
し
た
。
こ
の
地
 

は
藤
川
武
義
・
若
林
佐
久
馬
さ
ん
、
 

所
有
で
す
。
 

石
棺
の
中
に
は
人
骨
と
両
刃
の
 

鉄
刀
が
葬
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
 

二
つ
と
も
長
浄
寺
に
納
め
供
養
も
 

終
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
こ
の
 

種
の
発
掘
品
や
遺
跡
は
文
化
財
と
 

し
て
価
値
を
も
つ
事
が
多
く
あ
り
 

ま
す
の
で
教
育
委
員
会
は
、
県
の
 

教
育
庁
に
報
告
し
ま
し
た
。
 

金
田
町
は
元
来
古
代
遺
跡
が
多
 

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
長
年
の
 

盗
掘
や
、
知
ら
な
い
人
が
棄
て
た
 

り
、
土
石
と
い
っ
し
ょ
に
埋
め
て
 

し
ま
っ
た
り
し
た
も
の
が
多
く
、
 

学
問
的
な
裏
付
け
と
方
法
と
に
よ
 

っ
て
調
査
さ
れ
た
例
は
あ
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
 

報
告
に
よ
っ
て
県
教
育
庁
の
社
 

会
教
育
課
主
任
技
師
の
緒
方
泉
さ
 

ん
が
来
町
さ
れ
、
発
掘
品
や
現
場
 

の
様
子
を
数
度
に
亘
っ
て
調
査
さ
 

れ
た
結
果
、
こ
れ
は
弥
生
（
や
よ
 

い
）
時
代
（
約
千
五
百
年
昔
）
の
 

墓
で
あ
ろ
う
。
（
古
墳
と
言
い
ま
 

す
）
と
い
う
事
で
、
本
町
に
と
っ
 

て
は
最
初
の
学
術
調
査
を
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
為
に
町
予
算
と
県
や
国
の
 

宝見墓地内にあります 

補
助
費
を
お
願
い
し
て
何
と
か
見
 

透
し
も
立
ち
ま
し
た
の
で
地
元
関
 

係
者
の
理
解
も
得
ま
し
て
着
工
す
 

る
事
が
出
来
た
訳
で
す
。
 

十
月
十
四
日
午
前
九
時
、
現
地
 

で
起
工
式
を
行
い
古
代
金
田
文
化
 

の
夢
に
、
は
た
し
て
現
代
考
古
学
 

の
光
が
あ
て
ら
れ
る
か
否
か
の
期
 

待
を
こ
め
て
工
事
は
始
め
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

皆
様
が
見
学
さ
れ
る
の
は
結
構
 

で
す
が
、
学
術
調
査
で
あ
り
ま
す
 

の
で
現
場
を
作
業
さ
れ
る
以
外
の
 

方
々
は
決
し
て
掘
っ
た
り
探
し
た
 

り
手
を
加
え
た
り
し
な
い
よ
う
に
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

短
歌
教
室
詠
草
 

多っ屈き言豪みぬ 

空
間
を
掴
ま
ん
と
手
を
伸
し
る
る
 

鉄
線
の
蔓
に
蝶
が
ま
つ
は
る
 

阿
部
 

重
宏
 

尾
道
の
町
を
真
下
に
見
お
ろ
し
て
 

芙
美
子
の
時
代
に
思
ひ
を
は
す
る
 

久
保
 

の
ぶ
 

瀬
戸
の
海
の
島
々
映
ゆ
る
暁
に
神
 

武
東
征
の
歴
史
を
偲
ぶ
 

佐
竹
 
喜
久
雄
 

新
潟
に
里
が
え
り
せ
ん
と
子
等
つ
 

れ
て
嫁
は
生
々
と
眼
を
か
が
や
か
 

す
 

稲
富
 
み
つ
こ
 

稔
り
た
る
稲
穂
を
握
り
た
し
か
む
 

る
農
継
が
ざ
り
し
我
に
来
し
秋
 

福
 

田
 

昌
 

台
風
に
桜
の
古
木
ゆ
れ
や
ま
ず
せ
 

み
と
び
ま
ど
い
声
も
な
く
し
て
 

水
戸
 

サ
カ
工
 

御
座
船
を
囲
む
供
奉
船
数
百
隻
玄
 

海
灘
を
渡
る
を
弄
す
 

三
村
 

和
子
 

雨
雲
の
流
る
る
空
を
見
上
げ
つ
つ
 

明
日
の
天
気
を
占
ひ
て
を
り
 

井
手
元
智
恵
子
 

大
楠
の
下
に
お
わ
せ
ど
こ
の
土
用
 

暑
く
い
ま
さ
む
墓
に
水
撤
く
 

香
月
 
ミ
サ
ヲ
 

出
航
を
待
ち
い
る
船
か
笠
戸
島
の
 

波
静
な
る
港
の
中
に
 

上
原
 

安
子
 

七
タ
を
孫
等
と
祝
ふ
喜
び
を
謝
し
 

一
一
 

千
手
 
佐
起
子
 

お
小
使
い
百
円
く
れ
と
手
を
出
し
 

て
消
費
税
は
と
問
ひ
か
く
る
孫
 

久
本
 

常
子
 

種
一
つ
こ
ぼ
れ
る
た
る
か
庭
先
の
 

小
鉢
の
中
に
咲
く
三
時
草
 

香
月
 

こ
の
え
 

眠
ら
れ
ぬ
痛
み
の
つ
づ
く
夜
と
な
 

り
ぬ
宗
教
講
話
音
低
く
し
て
聞
く
 

白
石
 

幸
造
 

干
さ
れ
た
る
幼
の
靴
下
風
に
の
り
 

小
さ
き
歩
み
を
く
り
返
し
を
り
 

市
丸
 

須
磨
子
 

隣
の
犬
に
ふ
み
荒
さ
れ
し
秋
野
菜
 

思
わ
ぬ
様
に
我
立
ち
つ
く
す
 

加
来
 

ス
マ
子
 

ガ
ラ
ス
越
し
に
た
だ
快
復
を
祈
る
 

の
み
集
中
治
療
室
の
友
を
見
つ
む
 

る
 

藤
林
 

俊
信
 

過
ぎ
し
日
の
我
娘
を
見
る
ご
と
運
 

動
会
に
孫
が
走
れ
り
豪
快
さ
見
せ
 

加
治
 

智
子
 

殿
楓
ポ
秋
き
散
ら
さ
れ
て
残
り
た
 

る
百
日
紅
の
花
思
ひ
出
と
な
る
 

渡
辺
 

勝
由
 

古
里
の
ひ
な
び
し
駅
の
な
つ
か
し
 

く
電
車
を
降
り
て
見
て
回
り
た
り
 

小
野
 

ト
メ
子
 

歌
会
の
旅
の
湯
宿
の
枕
辺
に
雨
か
 

と
ま
が
ふ
瀬
音
の
ひ
び
き
 

岡
野
 
富
司
生
 

ひ
と
日
終
え
は
る
か
に
望
む
山
の
 

端
に
手
を
合
わ
せ
を
り
日
の
沈
む
 

と
き
 

白
石
 

信
子
 

,
 
,
 

犯

罪

捜

査

に

こ

協

力

を

 
‘ 

'
 

警
察
で
は
十
一
月
中
を
 
「
捜
査
 

活
動
等
に
対
す
る
市
民
協
力
確
保
 

及
び
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
強
化
 

月
間
」
と
定
め
、
こ
れ
ら
を
強
力
 

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
 

す。 
☆
悪
の
集
団
暴
力
団
 

☆
あ
っ
ー
似
て
い
る
指
名
手
配
 

☆
走
ら
せ
る
な
暴
走
族
 

☆
油
断
大
敵
空
巣
狙
い
 

☆
誘
惑
の
手
覚
せ
い
剤
 

ア
ッ
こ
の
顔
だ
ー
す
ぐ
一
一
〇
番
 

皆
様
か
ら
の
情
報
が
犯
罪
捜
査
 

に
大
変
役
立
っ
て
お
り
ま
す
、
ど
 

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
 

す。 「
暴
力
団
の
い
な
い
、
犯
罪
の
な
 

い
安
全
で
住
み
よ
い
田
川
」
 

を
つ
く
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 

⑨
田
川
警
察
署
四
ニ
ー
一
一
 

四
ニ
ー
〇
一
二
三
 

⑥
派
出
所
・
駐
在
所
 

一
 

一
 

一
 

〇
 

（
騒
競
離
離
麟
 

『
ロ
同
馴
且
 

草
原
に
牛
る
る
十
月
の
カ
レ
ン
 

ダ
ー
蒜
山
高
原
の
旅
を
思
ひ
き
 

山
口
 

倭
子
 

第
十
二
回
金
田
町
短
歌
大
会
参
 

加
作
品
募
集
 

平
成
四
年
度
短
歌
大
会
を
左
記
 

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
迄
 

に
参
加
さ
れ
た
方
は
も
と
よ
り
初
 

め
て
の
方
も
短
歌
を
作
っ
て
、
気
 

軽
に
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
案
内
い
 

た
し
ま
す
。
 

コ」 
111
一ロ 

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
初
め
 

て
の
方
歓
迎
し
ま
す
。
 

1
 

応
募
要
領
 

一
人
一
首
を
原
稿
用
紙
又
は
葉
 

書
に
書
き
、
住
所
、
氏
名
を
記
 

入
の
上
提
出
く
だ
さ
い
。
 

2
 

締
切
日
 

平
成
四
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）
 

3
 

提
出
先
 

金
田
町
中
央
公
民
館
又
は
実
行
 

委
員
会
（
藤
林
俊
信
、
山
口
倭
 

子
、
加
治
智
子
、
福
田
昌
）
宛
 

4
 

大
会
期
日
 

平
成
四
年
十
一
月
二
十
三
日
 

（
月
曜
、
祭
日
）
 

5
 

発
表
 

広
報
カ
ナ
ダ
ー
月
号
の
予
定
 

＼、
 

ノ
 

＼
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ノ
 

つ
ぎ
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
 

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

た。 
金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
 
長
 
藤
川
 
義
臣
 

（
寄
付
金
と
し
て
）
 

〇
西
金
田
 
山
本
平
八
様
 

〇
平
 
原
 
辰
島
信
照
様
 

〇
東
金
田
 
山
口
信
子
様
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

故
菊
地
サ
ョ
子
様
 

天
神
町
 
菊
地
恭
輔
様
 

故
谷
頭
ヒ
サ
コ
様
 

/
 昭和町合頭醸× 

⑥
表
紙
の
写
真
は
上
金
田
の
植
高
 

勇
太
郎
さ
ん
の
作
品
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
と
っ
て
お
き
の
作
 

品
を
広
報
係
ま
で
お
よ
せ
下
さ
 

い。 

廃棄物（ゴミ） 

収集料金改定 

かねてよりゴミ収集料金にっ 

いて、福岡県清掃事業協同組合 

田川支部より諸経費の増加に伴 

う料金改定の陳情がなされてい 

ました。 

町といたしましても、公共料 

金の値上げは、町民の皆様の家 

計にできるだけ負担にならない 

ようにと、下田川四ケ町で業者 

側と協議を重ねてまいりました 

が、原価計算による諸物価、人件 

費などの上昇に伴い下田川四ケ 

町統一料金にて現行料金を改定 

せざるを得ないとの結論に達し、 

去る6月町議会に提出し慎重審 

議の末9月議会において議決さ 

れました。 

ゴミ収集料金改定表 

現行料金 

―般家庭 

―世帯当り 

の月額 

460円 

改定料金 実施時期 

平成4年 

12月1日 

より 

ー般家庭 

―世帯当り 

の月額 

525円 

福祉課環境衛生係 

あ
な
た
の
地
区
の
公
民
館
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

(3) 1992年（平成4年）11 1992年（平成4年）11月1日（2) 日
 

一
 

月
 



今月は何があるかな 今月は何があるかな 

t

ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
 

・ 

. 

実
施
計
画
書
づ
く
り
→
 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

④
 

日
 

8 : 30'-
町民球場 

金田ふれあい 

スポーッ公園 

第2回金田町 

ふれあいグランドゴルフ大会 

福岡県筑豊地区新人大会（決勝） 

社会教育課 

金田少年サッかクラブ 

(ft 22一2200直通） 

小雪 

⑩
 

月
 

二 
勤労感謝の日 

24 火
 

二 

25 水
 

ハU 0
 

にu 1
 

、
 

＼
 

ハU 
ハU 

ハU 1
 

社会福祉センター 
1階相談室 

心配ごと相談 社会福祉協議会 (ft 22一6631直通） 

26 木
 

二 
全国火災予防デー 

27 金
 

八U 
ハU 

（
ノ
。
 

\
 

?
 

ハU 
ハU 

ハU 総合会館 健康教室 福祉課環境衛生係 (ft 22一6664直通） 

28 土
 

' ~ ' 
. . 

' ~ ' 
． ’ 

土 曜 閉 庁 総務課庶務係 
税関記念日 
(ft22 -0555直通） 

⑩
 

日
 

' ~ ' 
. . 

' ~ ' 
． ‘ 

30 月
 

8: 30-47 : 00 
8 : 30-17: 00 
8 : 30----17 : 00 

総務課会計係 

総務課会計係 

総務課会計係 

国民保険税第5期納期限 

間定資産税第4期納期 

10月分水道料金納付期限日 

住民課国民年金係 

税務課賦課係 

水道課業務係 

(公22一6663直通） 

(ft22一0557直通） 
(谷 22一6669直通） 

1992年（平成4年）12月（師走「しわす」December) 

1
 

火
 

二 
広報『カナダ』12月号発行 企画開発課 (ft 22一0556直通） 

2
 

水
 

二 

3
 

木
 

二 

4
ュ 

金
 

二 広報『カナダ』1月号原稿メ切 企画開発課 (ft 22一0556直通） 

5
 

土
 

、
 

、
 

0
 

〔J 
QU 1

 庁
 

閉
 

会
 

織
曜
 

間
 

槌
土
 

人
 

社会教育課 

総務課庶務係 

(ft 22 - 2200直通） 

(ft 22一0555直通） 

ED 日
 

' ~ ' 
. . 

' ~ ' 
． ’ 

7
 

月
 

二 

8
 

火
 

二 

9
 

水
 

八U 
n
。
 

'
n
」ュ 

\
 

?
 0

 

n
く
〕
 

(J 1
 

総合会館 基本健康診査 福祉課環境衛生係 (ft22 -6664直通） 

10 木
 

ハU 
ハU 

R
) 

『1 

\
 

\
 

（
ハ
U
 3

 
n1 

‘

ー

 

役場2階議事堂 金田町農業委員会 産業労働課 (ft 22一6665直通） 

11 金
 

● ～ ' 

． ‘ 

‘ へ．ノ ‘ 
． ‘ 

) 

、 

) 

1 1 月 かなだ ビッグイベント 

ED 日
 」 

総合会館 
町民会館 

広場 

第2回ふるさと 
カナダふれあい 

フエスタ 

企画開発課 
(10月31日より2日間） 
(ft 22一0556直通） 

未 定 ' ~ ' 

. . 野菜栽培講習会 産業労働課 (容 22一6665直通） 

1992年（平成4年）11月（霜月［しもっき］November) 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

ED 日
 

8 : 00-41 : 00 総合会館前 
総合会館・町民会館・広三 

飯塚陸上競技場 

広報「カナダ」11月号発行 
子ども会マラソン大会 
第2回ふるさと加外姉いフエスタ（10/31-) 

筑豊社会人サッカーリーグ最終戦 
岩熊杯筑豊地区大会決勝 

企画開発課 
社会教育課 
企画開発課 

金田サ功汐ガ 
金田少年サッかクガ 

(公22 -0556直通） 

（公22 - 2200直通）一ー一ーノ 

(公22 -0556直通） 

全国青少年健全育成強調月間 

文化財保護強調習間灯台記念日 

n
ノ〕 日” 二 

遠足（全学年） 金田小学校 (ft 22一0061直通） 

全国糖尿病週間 

ED 火
 15 : 00- : 

金田町長選挙告示 

金田町長選出納責任者説明会 

金田町選挙管理委員会 

金田町選挙管理委員会 

文化の日 

(公22 -0555直通） 

イ
佳
 水

 
二 

ュネスコ憲章記念日 

精神保健普及運動 

に
v
 木

 
13 : 30'-'14 : 30 小学校保健室 インフルエンザ（2回目） 福祉課環境衛生係 (ft 22一6664直通） 

(b 金
 

こ 
飯土井神社前 稲刈り 

広報『カナダ』12月号原稿メ切 
金田中学校 
企画開発課 

(谷22一0136直通） 
(ft 22一0556直通） 

7
 

土
 二 

田川市民会館・広場 田川産業まっり（-11/8) 

授業参観 

土 曜 閉 庁 係
 

課

校

務

 

発

学

庶

 

開

小

課

 

画

田

務

 

企

金

総

 

(ft 22一0556直通） 

(ft22 -0061直通）立冬 

(ft 22一0555直通） 

ED 日
 8: 30'--12 : 00 

田川市民会館・広場 
小学校体育館 

金田中学校 

田川産業まっり（11/7--) 
金田町長選投票日 
福岡県筑豊地区新人大会（1日目） 
授業参観・学年別合唱会・音楽鑑賞 

（西南大グリークラプ） 

企画開発課 

金田町選挙管理委員会 

金田少年サッカー乃ブ 

金田中学校 

(容22 -0556直通） 
(公22一0555直通） 

(公22 - 0136直通） 

9
 

月一 二 
119番の日 全国火災予防週間 

太陽暦採用記念日 

10 火
 

13 : 30"-16 : 00 

13 : 30-14: 30 

役場2階議事堂 

町民会館 

1.2.3．年実力テスト 

金田町農業委員会 

ポリオ（生ワクチン） 

金田中学校 

産業労働課 

福祉課環境衛生係 

手足の不自由な子どもを育 
てる運動 
(公22 -6665直通） 
（公22 - 6664直通）技能の日 

11 水
 

こ 
税を知る週間 

世界平和記念日 

12 木
 0

 
QU 4

→ 
1
 

、
 

＼
 0

 
QU 

Q
レ 

1
 

総合会館 

中学校保健室 

老人大学閉講式 

インフルエンザ 係
 

生
 

課

衛

 

育

境

 

教

環

 

会

祉

 

社

福

 

(ft22 -2200直通） 

(ft22 一6664直通） 

13 金
 

こ 2年生社会見学 金田中学校 (谷 22一0136直通） 

14 土
 

19 : 00----
庁
 

閉
 

会
 

締
曜
 

育
 

山孝一 

・】 

庭
士
 

家
 

社会教育課 

総務課庶務係 

(ft22 -2200直通） 

(ft22一0555直通） 

⑩
 

日
 

二 
下田川四ケ町防火パレード 

福岡県筑豊地区新人大会（2日目） 

総務課庶務係 

金田青少年カカークラブ 

(ft22一0555直通） 

七五三 

16 月
 

二 

17 火
 0

 
3
 

4A 1
 

＼
 

一
 

ハU 
QU 

Q
リ
 1

 

田川市郡内 

町民会館 

3年社会科見学 

インフルエンザ（一般） 

金田小学校 

福祉課環境衛生係 

(ft 22一0061直通） 

(公 22一6664直通） 

18 水 こ 
19 木

 
13 : 30-14 : 30 町民会館 三種混合 福祉課環境衛生係 

一茶忌 
(公 22一6664直通） 

20 金
 10: 00-11 : 00 役場2階集会室 乳児相談 福祉課環境衛生係 (ft22 -6664直通） 

21 土
 

' ~ ' 
. . 

' ~ ' 
. . 

土 曜 閉 庁 総務課庶務係 
最低賃金周知旬間 
(容22 -0555直通） 

1

ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
つ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
つ
く
り
→
 

. 

・ 

11 月そのほかの主な行事予定 

ED 日
 

（全国一斉） 

ゆとり創造月間 てんかん制圧月間 伝統エ芸品月間 下請取引適正化推進 
月間 教育・文化週間 雇用保険「さわやか受給」推進月間 建設雇用改善推進月間 
JAS普及推進月間 標準営業約款普及登録促進月間 政府刊行物普及月間 職業能力 
開発促進月間 組織化推進強化月間 下水汚泥資源利用旬間 自衛隊記念日 

※ 月間・旬間・週間はそれぞれ1ケ月・10日間・1週間をとうして実施されます。 

※ ご注意ください。網がけの日は、すべて役場が休みの日です。 

(5) 1992年（平成4年）11月1日 

今月11月から、役場はすべての土曜日が休みです〇 
1992年（平成4年）11月1日（4) 



あ
な
た
の
地
区
の
子
ど
も
会
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

にせまってきたェイズの恐怖(PA町3) 

エイズから命て家族フを守るために卿 

血
液
検
査
で
感
染
し
て
い
る
 

か
ど
う
か
が
わ
か
る
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵
 

入
す
る
と
、
そ
れ
と
戦
う
抗
体
が
 

つ
く
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
エ
イ
 

ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
 

否
か
を
調
べ
る
に
は
、
採
血
し
て
 

抗
体
検
査
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
 

す。 も
ち
ろ
ん
、
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
 

そ
の
も
の
を
検
出
す
る
ほ
う
が
確
 

実
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
方
 

法
は
ま
だ
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
し
か
し
、
現
在
用
い
ら
れ
て
 

い
る
各
種
の
方
法
は
信
頼
性
の
高
 

い
も
の
ば
か
り
で
す
。
 

り
 

献
血
で
は
抗
体
検
査
の
結
果
 

は
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
 

献
血
さ
れ
た
血
液
は
輸
血
に
よ
 

る
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
抗
体
検
査
 

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
 

の
結
果
は
献
血
者
本
人
に
は
知
ら
 

●検査は血液を少しとるだけ● 

検査を受けても正確に判定できない 
， ことがある。 

B 週間未満 

検査を受ければ、正確に判定できる。 

B 週間～12週間以上 

性的接触 

血液による 
汚染 

I 

孟
イ
ズ
検
査
は
 

に
う
し
て
粉
に
な
わ
れ
る
 

感
染
後
八
週
間
以
上
た
た
な
 

け
れ
ば
正
確
に
 

判
定
で
き
な
い
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
保
有
者
と
性
 

的
接
触
な
ど
を
し
た
場
合
、
感
染
 

後
に
抗
体
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
少
 

な
く
と
も
六
5
八
週
間
か
か
り
ま
 

す
。
で
す
か
ら
十
分
な
期
間
を
お
 

い
て
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
ポ
イ
 

ン
ト
で
す
。
 

感
染
の
危
険
性
の
あ
る
行
為
か
 

ら
八
週
間
か
ら
十
二
週
間
た
っ
て
 

検
査
を
受
け
、
陰
性
と
出
れ
ば
心
 

配
あ
り
ま
せ
ん
。
 

検
査
は
ニ
段
階
で
お
こ
な
わ
 

れ
る
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
 

か
ど
う
か
の
検
査
は
二
段
階
で
お
 

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
最
 

初
は
ス
ク
リ
ー
ニ
 
ン
グ
検
査
で
 

す
。
そ
の
結
果
疑
わ
し
い
場
合
 

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
 

か
ど
う
か
の
自
己
判
断
は
不
安
を
か
 

り
た
て
る
だ
け
。
ま
ず
、
感
染
の
有
 

無
を
検
査
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

は
、
さ
ら
に
く
わ
し
く
検
査
し
ま
 

す
（
確
認
検
査
）
。
こ
う
し
て
よ
り
 

正
確
を
期
す
の
で
す
。
 

検
査
は
近
く
の
保
健
所
な
ど
 

で
し
て
も
ら
え
る
 

ェ
イ
ズ
の
検
査
は
ほ
と
ん
ど
の
 

保
健
所
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
 

相
談
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
れ
ば
検
 

査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
 

の
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
す
。
 

保
健
所
で
の
検
査
は
匿
名
で
も
 

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
あ
や
ふ
や
な
 

自
己
判
断
を
し
な
い
で
、
心
配
な
 

人
は
検
査
を
す
す
ん
で
受
け
る
よ
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

検
査
結
果
は
 

厳
守
さ
れ
る
 

ェ
イ
ズ
の
検
査
は
保
健
所
や
医
 

療
機
関
で
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、
 

検
査
に
要
す
る
時
間
、
費
用
は
検
 

ー
 

×

『

 

リ 

査
方
法
な
ど
に
よ
り
多
少
の
変
動
 

が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
相
談
、
検
査
の
結
果
は
本
 

人
以
外
に
は
絶
対
に
知
ら
さ
れ
ま
 

せ
ん
。
な
お
、
検
査
の
費
用
は
、
 

東
京
都
の
保
健
所
の
場
合
で
、
第
 

一
次
検
査
お
よ
び
二
次
検
査
（
確
 

認
検
査
）
ま
で
受
け
て
も
一
律
一
 

六
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
 

た
一
般
の
病
院
で
は
六
〇
〇
〇
円
 

5
二
万
円
の
所
が
多
い
よ
う
で
 

す。 り
 
マうD
ぐノ 

×
Z

こ
『
ー
渉
 

畿
‘
(
‘
，
オ
勤
創
一
一
H
「引」 

譲
ご
 

顛
 

/

t

、
 

ノ
‘
、
 

1992年（平成4年）11月1日（6) 

さ
れ
ま
せ
ん
。
抗
体
検
査
が
目
的
 

の
献
血
は
無
意
味
な
だ
け
で
な
 

く
、
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
 

ま
し
ょ
う
。
 

●検査は2 ステップでおこなわれる● 
抗体がない 

（ウイルスがいない） 

抗体がない 
／ 。奪IJこ （ウイルスがいない） 

抗体がある 
（ウイルスがいる） 

確
認
検
査
 

/ 
\ 

要確認 

ス
ク
リ
ー
ー
ジ
グ
 

検
査
 

ー＋ 

今
後
ェ
イ
ズ
感
染
者
は
ど
の
 

く
ら
い
増
え
る
か
 

世
界
保
健
機
関
（
W
H
o
）
の
 

予
測
に
よ
れ
ば
、
今
世
紀
中
に
世
 

界
の
ェ
イ
ズ
感
染
者
は
最
大
四
千
 

万
人
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
研
 

究
グ
ル
ー
プ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
四
 

倍
の
一
億
二
千
万
人
に
達
す
る
と
 

見
て
い
ま
す
。
 
と
く
に
ア
ジ
ア
で
 

の
増
加
が
著
し
く
、
近
年
、
タ
イ
 

で
は
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
 

電話でも相談を 

ぐpAY一 
~七 、 ， 、 ， 、 ， ． 、つn 、 一 ’ 

交けつけています A岬雄ラ1 

ノいい八ノvv、ハノい、 
ェイズについての相談は電話でもしてくれ 

ます。秘密は十分に守られるので、気がかり 

な人は利用しましょう。しかし、電話だけで 

は症状などが正確に伝わらないこともあるの 

で、直接医療機関などへ出かけることが大切。 

あ
な
た
の
地
区
の
老
人
会
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

エ
イ
ズ
 

Q
&
A
 

A 
世
界
中
に
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
 

ス
の
感
染
者
は
ど
の
く
ら
 

い
い
る
の
で
す
か
。
 

W
H

〇
（
世
界
保
健
機
関
）
 

が
公
式
に
ま
と
め
た
ェ
イ
 

ズ
の
患
者
数
は
世
界
で
約
五
〇
万
 

一
〇
〇
〇
人
、
推
定
感
染
者
数
は
 

一
〇
〇
〇
万
人
5

一
二
〇
〇
万
人
 

（
一
九
九
二
年
六
月
現
在
）
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
報
告
の
な
い
も
の
、
 

報
告
の
遅
れ
な
ど
を
含
め
る
と
、
 

現
在
二
百
万
人
の
患
者
が
い
る
と
 

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

0 A 
日
本
の
現
状
は
ど
う
な
っ
 

て
い
ま
す
か
。
 

厚
生
省
・
ェ
イ
ズ
サ
ー
ベ
 

イ
ラ
ン
ス
委
員
会
の
報
告
 

で
は
、
H
I
V

の
感
染
者
の
累
計
 

は
二
〇
七
七
人
（
一
九
九
二
年
四
 

月
現
在
）
。
し
か
し
な
が
ら
推
定
 

感
染
者
数
は
三
万
人
と
す
る
専
門
 

家
も
い
ま
す
。
ま
た
感
染
経
路
と
 

し
て
は
、
 

一
九
九
〇
年
か
ら
異
性
 

間
感
染
が
最
も
多
く
な
り
、
性
行
 

為
感
染
症
と
し
て
の
側
面
を
強
く
 

し
て
い
ま
す
。
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
家
庭
 

で
も
簡
単
一
に
消
毒
で
き
る
 

と
聞
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
方
 

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

A 
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
 

弱
く
、
通
常
の
煮
沸
消
毒
 

で
死
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 
一
応
 

の
目
安
と
し
て
摂
氏
 56 

度
で
 30 

分
 

間
、
も
し
く
は
煮
沸
で
6
分
間
以
 

上
で
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
 25 

%
 

以
上
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
 10 

分
間
以
 

上
ひ
た
す
か
、
消
毒
用
ェ
タ
ノ
ー
 

ル
（
 75 

％
の
ェ
タ
ノ
ー
ル
）
を
十
 

分
ふ
く
ま
せ
た
脱
脂
綿
で
ふ
け
ば
 

大
丈
夫
で
す
。
さ
ら
に
過
酸
化
水
 

素
（
オ
キ
シ
フ
ル
）
で
も
同
じ
よ
 

う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
衣
類
な
 

ど
の
消
毒
は
家
庭
用
の
漂
白
剤
を
 

10 

分
の
1

に
う
す
め
た
も
の
に
 10 

分
間
ひ
た
し
て
お
け
ば
ェ
イ
ズ
ウ
 

イ
ル
ス
は
死
滅
し
ま
す
。
な
お
ェ
 

タ
ノ
ー
ル
や
オ
キ
シ
フ
ル
は
薬
局
 

で
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

0 
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
い
つ
 

発
見
さ
れ
た
の
で
す
か
。
 

世
界
で
最
初
に
ェ
イ
ズ
の
 

患
者
が
報
告
さ
れ
た
の
は
 

一
九
八
一
年
五
月
で
す
が
、
ェ
イ
 

ズ
の
正
体
で
あ
る
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
 

ス
は
八
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
 

ツ
ー
ル
研
究
所
の
モ
ン
タ
ニ
ェ
博
 

士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
八
」
ハ
年
に
 

W
H

〇
（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
 

っ
て
H
I
V

（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
 

イ
ル
ス
）
と
い
う
正
式
名
が
つ
け
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

(7) 1992年（平成4年）11月1日 



象 国 
1 1月1日（日）8:3〇ヘノ 
⑥高校生の交通安全キャンペン 
050ccノ、イクの講習会 
〇町内高校生 
ところ田川自動車学校 

1 1月7日（土）13：〇〇ハJ 
8 日（日）9：〇〇～ 

⑥町民文化祭and 健康フェスティIりレ 
ところ文化福祉総合会館 

町民体育館 
1 1月17日（火）18:30～受付 
⑥講演のタべ 
〇演題「今、学校、家庭、地域が変る」 
〇講師福岡教育大学教授 

横山正幸先生 

1 

国審 

1月8日（日）、22日（日）9：〇〇ヘノ 
⑥香春町ふれあい朝市 
ところ役場前広場 

1月15日（日）13：〇〇ヘノ 
⑥田川地区農協婦人部つなひき大会 
ところ香春勤労者体育センター 

1月29日（日）1〇：30~ 
⑥香春町合併35周年記念式典 
ところ香春町中央公民館 

※同時開催 
歴史研究発表会（香春岳歴史と文化発表会） 
2 月6日（日） 
⑥田川郡町村対抗駅伝大会 
乃ート津野 ゴ-)L 香春町役場前 

郵馳 
《童謡まつりin赤池》 
11月1日（日）と3日（火） 
⑥文化祭 
ところ町民会館他 

11月1日（日）~9日（火） 
⑥わがまち赤池ふるさとフエア 
ところ町民会館前駐車場 

11月6日（金）19：〇〇～ 
⑥文化講演会 

〇演題「花も嵐も踏みこえて」 
〇講師京唄子さん 
〇入場料無料 
ところ同和対策中央研修所 

11月14日（土）~15日（日） 
⑥第17回赤村文化祭 
14日（土）18：〇〇～前夜祭 
15日（日）1 日中 
〇カラオケ大会 
〇各種バザー店 
〇各種展示品 
〇その他 
ところ赤村住民センター 

コミニユティ広場 

1 

国 

1月7日（土）ヘノ8日（日） 
⑨第18回添田町文化連盟総合 
文化祭 

ところオークホール 
1月22日（日）9：〇〇へJ 
⑥子ども会駅伝大会 
ところそえだ切・肺ーツラソド 
1月22日（日）13：〇〇開演 
⑥第3回英彦山音楽祭（7)サガ切ェスティ肌） 
ところオークホール 
入場料50〇円 
1月29日（日）12:3〇開演 
⑥筑豊マリンバ愛好会 
第24回マリンバ演奏発表会 
ところオークホール 

入場料無料 

皿圏 
1 1月7日（土）、8日（日） 
⑥川崎町文化祭 
ところ町民会館、青少年ホーム 

11月8日（日）1〇：〇〇～ 
⑥ふくしまつり 
ところ町福祉センター前広場 

11月7日（土）、8日（日） 
⑥産業まつり 
ところ川崎町役場職員駐車場 

11月15日（日） 
⑥第25回町民走ろう大会 
ところ役場前スタート 

1〇月29日（日）~1 1月29日（日） 

⑥絵と文でつづった「農琉の記録」 
〇山本作兵衛生誕1〇〇年記念特別展 
ところ田川市石炭資料館 

〇入場料ー般200円・高校生1 00円 
・小中学生50円 

1 1月7日（土）'-'-'8 日（日）1〇：〇〇～ 
⑥第7回田川地区産業まつり 
〇田川地区の物産・特産品を一堂に 

展示即売 
〇郷土の伝統芸能紹介 
〇両日とも1 1 時から先着順に田月~ 
米2合差し上げます。 
ところ田川市総合体育館 

1 1月7日（土）18：〇〇ヘノ 

〇筑豊青少年交響楽団創立65周年 

記念演奏会 
〇特別出演沖北疋スト山下洋輔 

ところ田川文化センター 
入場料大人150〇円 

・高校生以下100〇円 
1 1月2〇日（金）13：〇〇へJ 
⑥福岡県精神保健大会 

講演「ストレス社会と心の健康」 
九州大学医学部教授 

田代信雄先生 
吹奏楽奏I西部航空音楽隊 

ところ田川文化センター 
入場料無料 

◇田川市美術館特別展 
1 1月11日（水）'-"15日 

第28回公募田川美術展 

1 1月17日（火）'--'22日（日） 

第3回オール筑豊写真展 
1 1月17日（火）'--'22日（日） 

田川医師会美術展 
1 1月25日（水）へ川2月6日（日） 

いろ すみ 

自由な心、ほとばしる絵と書 
大塚抱節展 
ところ田川市美術館 

入場料無料 

お層 

1 1月3日（火）8: 00'-'-'l 9:00 

4 日（水）9:00'-'-'14:00 

⑥大任町文化祭 

〇演芸大会、バザー等 
ところ大任町公民館 

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
な
べ
物
の
お
 

い
し
い
季
節
で
す
。
材
料
が
バ
ラ
エ
テ
 

ィ
ー
に
富
み
、
栄
養
も
た
っ
ぷ
り
な
の
で
、
 

健
康
食
と
し
て
人
気
上
昇
中
で
す
。
な
べ
 

を
囲
め
ば
、
な
ご
や
か
な
語
ら
い
も
楽
し
 

め
ま
す
。
 

な
べ
物
の
代
表
各
の
ー
つ
が
、
カ
キ
な
 

べ
で
す
。
す
き
焼
き
や
ト
リ
な
べ
は
い
つ
 

で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
カ
キ
は
英
語
の
 

月
名
で
R
が
つ
か
な
い
月
、
つ
ま
り
五
月
 

か
ら
八
月
の
間
は
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
つ
ま
り
夏
に
 

カ
キ
を
敬
遠
す
る
の
は
、
産
卵
期
で
味
が
 

落
ち
る
こ
と
と
、
暑
い
の
で
鮮
度
を
保
ち
 

に
く
い
こ
と
か
ら
き
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
 

だ
け
に
、
秋
は
カ
キ
が
好
き
な
人
に
と
っ
 

て
、
待
ち
遠
し
い
季
節
で
す
。
 

カ
キ
は
二
枚
貝
の
一
種
で
す
が
、
殻
は
 

ハ
マ
グ
リ
や
ア
サ
リ
と
は
異
な
り
、
二
枚
 

の
深
さ
が
違
い
ま
す
。
俗
に
こ
の
貝
の
一
 

枚
を
身
殻
、
も
う
一
枚
を
蓋
殻
と
呼
ん
で
 

い
ま
す
。
 

日
本
一
の
養
殖
カ
キ
の
産
地
は
広
島
、
 

次
い
で
宮
城
が
続
き
ま
す
。
最
近
の
日
本
 

の
食
卓
は
、
輸
入
品
が
い
っ
ぱ
い
と
い
わ
 

れ
ま
す
が
、
カ
キ
は
ほ
と
ん
ど
が
国
産
で
 

す。 
カ
キ
を
は
じ
め
と
し
た
い
ろ
い
ろ
な
水
 

産
物
が
、
秋
か
ら
冬
に
旬
を
迎
え
ま
す
。
 

ま
た
、
秋
は
、
農
産
物
に
と
っ
て
も
実
り
 

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
 

田
川
市
郡
で
も
十
一
月
七
日
（
土
）
、
八
 

日
（
日
）
に
、
田
川
市
民
会
館
と
、
そ
の
前
 

の
広
場
で
《
田
川
産
業
ま
つ
り
》
が
開
催
 

さ
れ
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り
を
、
私
た
ち
の
 

故
郷
、
田
川
の
産
業
を
み
つ
め
る
機
会
に
 

し
た
い
も
の
で
す
ね
。
 

1992年（平成4年）11月1日（8) 


